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ヘッドライン　粘土の不思議
　近年の大学入試では，結晶構造の応用としてペロブスカイト構造が出題されている。しか
し，高校化学では，層状化合物は黒鉛，ナノシートはグラフェン，インターカレーションは
リチウムイオン電池しか登場しない。そこで，本ヘッドラインでは，従来の粘土の構造や性
質，生命の誕生における粘土鉱物の役割に加え，インターカレーションやグラフティング反
応などの粘土の反応，ナノシートの合成についても紹介する。
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次号ヘッドライン 化学とつながる職業 Part 2

　群馬工業高等専門学校は，「桑園ひらけて」という歌詞から始まる校歌のように，
昭和 37 年度に前橋市と高崎市の中間地域に創設された高等教育機関です。本校は
5年制の本科と 2年制の専攻科（学士課程）からなり，約 1000 人強の学生が学ん
でいます。本科での教育はくさび形教育とも呼ばれ，低学年から段階的に専門教育
を拡げていく方法をとっており，大学よりも早期に長い時間をかけて工学の理論，
実技を着実に身につけます。また，専攻科では，より高度な知識を習得するととも
に，本格的な研究指導が行われています。

表紙の言葉　群馬工業高等専門学校


